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第 27回IC小田原国際会議レポート

『新しい家庭、新しい社会、新しい国、新しい世界

一社会の核としての家庭の在り方を考える－』

去る 6月11日（金）から 13日（日）まで第 27回IC小田原国際会議が、『新しい家庭、新しい社会、新し

い園、新しい世界 一社会の核としての家庭の在り方を考える一』のテーマの下、アジアセンターODAWARAにて

開催されました。この会議のために、ニュージーランド、台湾、イギリス、オース卜ラリア、インド、韓国からの9
名からなる第2回アクション・フォー・ライフ（P.13註 1参照）のグルーフを初め、アメリ力、韓国からの海外代

表に加え、北京からの中国国際交流協会の代表2名も来日しました。更に日本で、学ぶセネガルや中国からの留学生

や日本在住の、イギリス、スリラン力、パンク‘ラデシユ、韓国の方々も参加されました。圏内からも福岡や愛媛や

大阪等遠隔地からの参加者もあり、計 11ヶ国・地域から約90名が参加しました。本年の会議も、アクション・

フォー・ライフのグルーフの各国の青年たちに加え、日本の大学生や留学生の方たちの参加もあり、大変活気に溢

れたものとなりました。

開会式

開会式では、橋本徹同際IC日本協会会長の歓迎挨拶

に続き、ニュージーランドのピータ－＆グレニス夫妻から

次のような話がありました。． 先ずグレニスさんは、次のように語りました。

「新聞では、連日のように家族の不和や離婚、子どもへ

の虐待、種々の依存症の増加等の記事を目にします。家

族の崩壊とは、社会の崩壊に他ならないのです。無力感

にとらわれますし、どうしたらこの流れを変えられるのかと

思案にくれます。物の豊かさが人生の意味や目的を深め

てはくれなかったのです。

健全な社会の基礎となる幸福で健全な家庭はどのよう

に作れるで、しょうか？社会における諸問題は、家庭にそ

の答えを求めることができると、私は信じています。特に

幼児期における愛情や理解の不足によって生じた心の傷

を癒すためには時間と勇気が必要とされます。

＠第27回IC国際会議レポート

．主な内容・ +1c国際会議に参加して

．アクション・フォー・ライフ・レポート

妹から学んだこと

私は、思いやりと規律のある家庭で5人兄弟の一人とし

て育ちました。十分な教育も受け、仕事も順調でした。しか

し、外目には一見成功したように見えても、私たちの家族の

生活は実は安定したものではありませんでした。看護婦を

していた未の妹は、お酒を飲み始めました。それは病院で

の救急患者の対応という仕事へのストレスを紛らわすた
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めなのだと、妹は、私達家族と彼交の夫に、断言していまし

た。妹はやがてアルコール中毒になり、結婚生活も破綻し

ました。いろいろなカウンセリングも受けましたが、治すこ

とはできませんでした。絶望の余り、9年前に妹は自ら命を

絶ってしまいました。私達家族は、呆然とし嘆き悲しみまし

た。しかし、ついこの3年前に初めて、私の裁くような態度や

無条件の愛の欠如が彼女の絶望感を生むことに加担して

いたという、その責任を直視するようになったので、すo

インドで依存症センターのコーディネーターと会った

時、依存症というのは、「個人の問題ではなく、家族の問題

なのですJと言われました。飲酒を単に彼女の問題とみな

し、妹が心の内で恥じている気持ちを私達の家族問の関

係が更に増幅させていたということに気付かなかったの

です。この失敗の重荷から自由になるため、先ず私も内な

る癒しを見い出さなければなりませんでした。カウンセラー

でもありテレビの司会者でもあるジョン・ブラッドショーの

ファミリー－システムに関する2加の本を読んで、自分の家

族を理解し始め、その核となる部分が機能していなかった

と認識しました。

あるがままを受け入れる

このようにして、私の癒しは始まりました。真の自分を見

い出すのを邪魔している殻が何であるのか見い出す必要

がありました。

最初に見つめなければし、けなかった殻というのは、他人

の期待に応えようとする性癖でした。両親から始まり、先生

や友人、そして夫にさえも。し、つも期待に応えようとしてい

たのです。

つ目は、他人が自分を傷つけた時、防衛的、批判的に

なり、又、相手を裁くようになり、そして、最悪なことには、怒

りを覚えるようになることです。

一つ目は、自分の家族、そして、働いてきた組織の忠実

なサポーターとして、他の人々に認められることに自分の

価値を見い出していたことです。

四つ目は、朝起きてから夜まで、自分を裁いていたこと

です。自分はダメだという声がいつも聞こえていたので

す。常に他人と自分を比べていました。

これらの殻を脱ぎ捨てたため、自由を見い出し始めたの

です。あるがままの自分を受け入れられるようになりまし

た。一人のユニークな人間として自分を愛することを学び

ました。 『妻が生まれ変わった』と夫は言いました。

先ず家族の中から

この5週間、夫のピーターと私は、この 『アクション・

フォー・ライフ』のチームの一員であった娘と共に台湾に

滞在しました。娘が私達家族の力学というものをよりよく理

解するのを助けてくれました。娘は既に25歳になるもの

の、私が彼女に抱いていた夢や願いをまだ満たしてくれる

ような気がしていました。何度もの話し合いと幾許かの涙

の後、娘がずっと感じ続けてきた私の感情的な支配から娘

を解き放つ必要があると気付きました。自分の子供達を愛

し思い遺ることはできますが、自分自身が自尊心を見い出

すことなくして、娘遠の自尊心を築くことなどできはしないと

分かつたのです。

今日、的確な解答を見い出し、互いを思い遺ることので

きる本当の世界家族となるためには、私達一人ひとりが必

要とされるのです。先ず私達一人ひとりが家族の中から始

めることができるのですJ0 

続いてご主人のピーターさんは、次のように語りました。

「40年前の私のIC/MRAとの出会いは、長く続いていた

父との難しい関係を無視することの愚かさを、私に示して

くれました。lOf-ltの終わり頃、父と私は、多くのことで対立し． 司

ました。状況が悪化したので、私は家を離れ都会に住むよ

うになりました。初めは、都会に一人で住むというその挑戦

を楽しみました。しかし、2年が過ぎると、 『お金を線げば稼

ぐほど遺ってしまうような生き方、古い卓を最新のスポーツ

カーに変えるのは、ガールフレンドを変えるようなもので、暫

くの聞は楽しくても、真の満足は与えてくれない、そのような

生き方から自分の人生を捧げるに足る真の満足は得られ

ないのだ』と気付いたのです。

私は、政治家やビジネスマンや労働組合の不正直さや

自己中心的なやり方をいつも非難していました。しかし、そ

れは、自分の生き方とまさに同じだと気付きました。

正直に自分の生活や隠された部分にじっくりと向き合って

みると、所得税を過少申告したり、免許料を滞納していたり

と、国の悩みの種だと非難していた、まさに同じことを自分

がしていたのでしたo私もやはり不正直でとても自己中心．

的た、ったのです。私は、自分自身がニュージーランドに

とっての問題の一部で、ある代わりに、国の必要を満たすた

めに働きたいと決心しました。そして、どのくらい税金を滞

納していたかを調べ、政府に納めました。

又、雇い主に対しても、ごまかしていたと忠われる金額を

返しました。

．体験を語るピーター・ウッド氏



父との和解

次に、家族のことを考えました。紳で結ぼれた家族は国

の力になります。しかし、離婚や子供が疎外されることが増

えるなど、今や家庭の問題は国にとっても重大な問題に

なっています。私は、怒りや憎しみに打ち勝ち、父親との不

和を解決するために行動を起こさなくてはなりませんでし

た。これは、私にとって、最大の挑戦となりました。なぜな

ら、自分の方が悪いと認めて、謙虚になって謝ることを自

分自身に納得させなければならなかったからです。私は、

父が先に謝らなくては嫌だと思っていました。暫くたって、

人を謝らせることはできない、それは、彼等自身が決める問

題だからと気付きました。私ができること、そして、すべきこ

とは、自分の間違っていたところを謝ることです。初めは内

なる声を信じることができず、自分の中でああでもない、こ

うでもないと言い争っていたのです。しかし、方向を求める

ために静かに耳を傾ける中に『力の源泉』を見い出したの

です。すべてうまく行くと確信しました。後は行動あるのみ

です。大変長い時間がかかりましたし、少なくとも一度は失

敗しました。しかし、遂に勇気を得て、自分のこれまでの生

き方について話し、父への振る舞いについて謝りました。そ

れが新しい出発となりました。そのH寺から全てお互いに同

意したという訳ではありません。又、急、に完壁な人間になれ

たわけでもありません。けれども、新しいレベルの友情と尊

敬の念が生まれ、続いたのです。これは本当に心に自由を

得る体験でした。内なる声に導かれ、それまでの仕事を辞

し、無給でMRAの仕事を始めました。家族一人びとりとの

関わりから始めるというその仕事は、まさに人間性の根幹

に関わるもので、新しい社会を作るための最も賢明な行動

だと思えました。これは、私の若い頃の体験です。

家庭の持つ大きな役割

後に、妻と私は、軍隊によるクーデターによりブイージ一

人とインド系ブイージ一人に引き裂カ通れていたフイージー

に招かれました。二つの民族が一つになれるよう助けるた

めの会議をサポートするためでした。首相を退任させられ

たティモシー・パヴァドラ氏とは個人的な友人となりまし

た。彼はガンの手術の後、ニュージーランドで私達の家に

も泊まりました。彼は人々や国々の和解ということに大変興

味をもち、その結果、奥さんに正直になりました。そして、自

分を首相府から追い出すためのクーデターに関わったの

ではないかと疑っていたフイージ一人の古参政治家に謝

ろうと決心しました。奥さんに励まされて、その謝罪を実行

したのです。そして、数日後、その人から『病気の回復を祈

ります』というお見舞いの言葉を添えた大きな花龍が届き

ました。感激的な出来事でした。

もう一人の別のフイージ一人の話です。フイージーの大
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酋長である彼は、このクーデターを扇動したのです。しか

し、彼は新しい精神を見い出し、奥さんと子供たちに自分の

横暴た、った振る舞いについて謝りました。そして又、先程述

べたパヴァドラ氏を脅迫するキャンペーンを扇動したこと

を彼に謝りました。それ以来、彼はフイージーが分別と良識

を保って行くための大きな力となったのです。

このような例は限りありません。家庭で起きることが、社

会や国に非常に大きな影響を与えるということです。家庭

の中の精神を新しくすることは、社会を、社会の精神を新し

くし、国の精神を新しくし、そして世界をも新しくするのです。

これ以上大きな役割が存在するでしょうか？ J 0 

『静かな時間』の意義

翌12日は、早朝7時から、オーストラリアのナイジェル・

ウッド氏による 『静かな時間』の紹介から始まりました。

「『静かな時間』とはその言葉通り、時聞を充分にとって

静けさの中で、心の中の想いに耳を傾けることですD私は、

『静かな時間』とは人生で、もっとも従うのが難しい規律だと

思いました。私は根っからの怠け者です。私は高校生活の

最初の2年間歯磨きをしなかったことをよく覚えています。

歯磨きを習慣として好んでするようになるまでには長い時

間がかかりました。ただ面倒くさかったので、すOしかし、今、

私は27才です。歯も私にとって大切なものなので、大事にし

ようと思えるようになりました。『静かな時間』も自分の歯を

磨くことと同じです。毎朝『静かな時間』を持つことは、自分

が平静で、平和な気持ちを保つために必要です。以前はそ

んな事は重要だとも思いませんでした。しかし、 『静かな時

間Jを持てば持つほど、それが自分自身を大切にするため

に重要なのだと分かるようになりました。

まだ、毎日必ずとはいきませんが、過去3年間、多くの時

間を使ってこの『静かな時間Jを試してきました。

そして、どうすればこの『静かな時間Jが役立つかという

ことが分かり始めました。

．一番右端がナイジエル・ウッド氏
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1、あなた自身から始めよう
『静かな時間』は私の全ての問題を解決してくれる

訳ではありません。しかし、自分のどこを変える必要

があるか、どこが問題なのかを教えてくれます。

2、疑問を持つこと
自分自身や自分の生活について疑問を見つけた

らそれを紙に書き出してみる。そして、どこを変えて

しEったらいいのかと問い続ける。すると答えが見え

て来ます。

3、耳を傾けることを学ぶこと
何に耳を傾けるのか、私にとっては神の声に耳を

傾けることです白人によっては良心の声、内なる戸、

内なる叡智に耳を傾けることです。私は、創造者が

いて私をある目的のもとに生み出したと信じていま

す。『静かな時間』の中でその目的が何なのかを知

ろうと努めます。つまり、いろいろな問題についての

答えが欲しいのではなく、生きる意昧そのものを見

つけたいのです。

つまり、3つの事柄とはあなた自身から始めること、問い

かけをすること、そして、内なる声を聴くことです。

ず、っと以前に付き合うことをあきらめてしまったような

人はありませんか？

それは、どうしてでしょうか？

一番最近、あなたが誰かに愛を表現したのは何時で

しょうか？

一番最近、ほんとうに愛されていると感じたのは何時で

すか？

寂しくないで、すか？

誰か、回りに寂しそうな人はいませんか？

自分の目的のために利用してしまった友人はいません

か？

それぞれ自分の人間関係を考えてみましょう。

そして、白分の人間関係を改善するために、白分のどこ

を変えるべきかを、問い直して見ましょう！ J 。

このような『静かな時間』の意義の説明と自らの体験を

話してもらった後、参加者は共に、それぞれの心の声に耳

を傾ける時間を持ちました。

家庭の在り方

私はしばしば嫉妬深くなることがあります。アクション・ 二日目の全体会議のテーマは、 『社会の核としての家

フォー・ライフのメンバーと旅をしていたとき、メンバーの 庭の在り方を考える・家庭の在り方と自分の在り方、仕事・

人に嫉妬心を覚えましたが、それは、だんだん私の人間 学校と家庭のバランス』のテーマで開催されました。先

関係の全てに影響していきました。昨日その友達と話をす ず、台湾のグレース・リュウ夫人は次のように話しました。

ることができました。そして、お互いに避けていたことを認

め合いました。友人はなぜお互いに避けていたのかとたず 「私には息子がl人、娘がl人います。今、娘は、21才で

ねました。嫉妬心から避けていたこと、そして自分が上等な アクション・フオー・ライフ（AfL）のフログラムに参加し、

人間ではないと認めることの痛みに面と向かいたくなかっ 1年間大学を休んで、おります。息子は19才で大学の1

たことに、私は気付きました。皆が自分を受け入れなくなる 年生です。母親として、子供たちが自由に話せる場を作る

ことをとても恐れていました。そのため、しだいに彼らのし

ていることが間違っていると決めつけ、信用しなくなり、不

満を覚え、孤立していきました。ついに私は彼らのところへ

行き、自分の嫉妬心を認め、彼らへの判断が間違っていた

ことを告白したのです。私たちはお互いに深い話し合いを

し、私は自分の弱さを知り、謙虚になることができたと感じ

ました。

昨晩、多くの人達のお話しを聞きましたが、それらの話の

中心には人間関係という一つの共通のテーマがありまし

た。家庭における、又、職場での上司や部下との間等、常に

人間関係というものが存在します。

皆さん、ご主人や奥様との関係はどうですか？

友人に嫉妬していませんか？

人を裁くということを考えた時、あなたの心の中にずっ

と浮かんでくる顔はありませんか？

誰かのことを怒っていませんか？

信用出来ない人がいませんか？

ためにはどうしたらいいかということを学習している段階

です。

以前、子供たちがかんしゃくを起こし、どなりまくったこと

があります。その時、私は子供たちに『何でそんなにどなる

の！ 』とどなり返したことがありました。今、私は母親たち

のための講座を行っていますが、子供がそのように叫ん

だ時には、 『どうしてなの？叫ぴたいような怒りが心の中

．リュウ・レンジョウ夫妻



にあるの？』と聞くように言っています。又、今では、子供た

ちが、何かいろいろ愚痴をこぼしたいような時には、自由に

話ができるようなチャンスを与えております。彼らがその

フィーリングについてきちんと話しをすることができると、

お互いにコミュニケーションがよくとれるようになります。

そして、お互いの関係が今までより良くなってきます。

そのフィーリング（感情）とビヘイヴィア（行動）ということ

ですが、親は、通常子供たちの行動を見て何らかの対応を

します。つまり、子供たちの感情というものについては、あ

まり考えないのです。今では、もっと重要な要素である、ま

ず子供たちがどういった気持ち、どういった感情を表わす

のかということを把握し、理解するようにしています。その

あとに、行動ということを見るようにしています。台湾のIC

が行っている、どうしたらよい両親になれるかということを

学ぶためのワークショフで、ある一人の母親が、 『今、息子

のことで、困っています。息子は時々かんしゃくを起こして泣

き出し、30分は絶対に泣き止まないんです。どうしたらいい

でしょう？』という質問をしました。『じゃ、その時、あなたは

どうしますか？』と聞くと、 『男の子なんでしょ。めそめそ泣く

んじゃありませんと言っています』と答えました。次に息子

さんが泣カ通れた時には、 『泣き止みなさい！ 』と言うのでは

なくて、 『きっと大変なことがあったのね。だから泣いている

のね。とにかくその気持ちが晴れるまで泣きなさしリと言う

ようにと提案しました。2週間ほど経ち、そのお母さんは、

『一体うちの息子はどうしたんだろう、また泣き出したけ

ど、 10分で泣き止んでしまったと夫が不思議がったんで、

す』と言ったので、す。家族の中で一番重要なのは、それぞ

れの家族が、自分の本当の気持ちをきちんと表現できると

いうことだと思います。子供の将来のことを考えて、いろい

ろなルールとか、しつけがそれぞれの家庭にあると思いま

す。しかし、今、私が非常に重要と思うのは、それぞれの

フィーリング、感情をどうやって表現するか、どうやって発

散するかということです。つまり、そういったフィーリング、

感情をきちんと受け止めて理解をするということです。そ

れを学びとることによか新らしいファミリーになることがで

きると思いますj。

次は、ご主人のリュウ・レンジョウ氏の話です。

「台湾においては、家族のための15の講座を毎週、聞

いています。いろいろな人たちが、様々な問題を抱えて来

るので、そうした人たちの200人分、200種類の愚痴を聞

いてあげる訳です。現在、家庭というのは大変重要なポイ

ントだと思われています。いろいろな社会問題があります

が、究極的にはそれらの問題は家庭・家族に由来している

のだと思います。
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ということです。人生とはそういった勉強、自ら学ぶ、そし

て成長してし、く課程だと思っています。学習することをス

トップするならば、そこで、家庭というものも破綻していくとい

うことです。『私は今、成長しているか、自らを成長させてい

るかJということを、常に自問自答しなければなりません。

次の4つのポイントについて学習し、成長していく必要が

あると思います。

先ず第一に、真の人生の意味とは何かと自らに問うこと

です。

それぞれの人生は自らの手で、作っていくものであり、貴

重なものです。一体どれだけの人が自らの人生が、ユニー

クで、貴重なものだということを認識しているでしょうか？

しかし、そうした貴重で、あるということを、それぞれがユ

ニークだということを認識できなければ、その人の成長は

止まるということです。自分の人生を自らが尊重し、ユニー

クなものとして理解し得なければ、どのようにして他の人々

の人生の独自性、ユニークさを尊重し、理解で、きるで、しょう

か？ファミリーワークショッフで、は、毎朝起きたら鏡の前に

立って、自分は貴重な存在だろうか、ユニークだろうかと

問いかけてみるよう提案しています。

第二には、真の意味での結婚を認識するということで

す。

例えば家族が社会の核とするならば結婚が家族の核だ

と思います。結婚するということは元の家族を離れ、新らし

い生活、新らしい家族を作るということです。女性だけでな

く、男性も新らしい生活・家族を作るので、すから元の育った

家族から離れるわけです。新らしい家族ができるということ

は、それまで、育った家族の価値観とは全く違うもの、今まで、

培った価値観が新らしい家族で、はまた違った新らしい価値

観を生むということです。ですから自分にとって慣れてい

ないことを、これはダメだ、嫌いだというのは間違いです。

例えばご主人は、小さい時からテレビを見ていた。彼の昔

の家族においては、テレビを見ていて良かったわけです。

一方、奥さんの家庭ではお母さんがテレビを見てはダメだ

よと言っていたとします。それら違った価値観の下で、育っ

た男女が結婚をし、子供が生まれます。そこで問題はそれ

ぞれ違った価値観をもっ家族から来た2人が、テレビにつ

いてどういう家庭の規則を作るかということです。奥さん

がご主人に『テレビの見過ぎた、』 と言います。ご主人が見る

のはまだ仕方がないけれど、それを息子にまで続けて欲し

くないと言うわけです。例えば、そういった同じ問題で、夫婦

が 10年、20年と仲たがいをするわけです。テレビはあく

まで一つの例で、それ以外にも沢山のことがある訳です。

それらの原因で、新らしい家族を作った夫婦が10年、20

第一の問題は、「学習するJそして、自分を「成長させるJ 年、30年と仲たがいするということは、要するに、お互いに

5 
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相手が間違っている、自分の方が正しいと思うからです。

正しいとか間違いとかいうことではなく、全く価値観が違う

ということです。それぞれ違った価値観を有する家族から

来て結婚するのだからお互いに違ったところがあって、u

然と、お互いの違いを認めることが必要です。問題の原因

は私とかあなたとかにあるのではなく、価値観の違いから

問題が起きるのです。そのような違いがあるとしEう認識の

もとに、お互いに歩み寄って話し合えば、それほど大きな問

題とはなりません。

第三は、学習して成長するということで、親に対しての尊

敬の念を持つということです。

もちろん、単に親であるからというのではなく、社会の

人の人間として認識する必要があります。みな完壁な人間

ではありません。両親というのは、いろいろな問題を抱えな

がら、それらに対処してきたわけです。ですから、彼らが子

供から成長してきたその課程を経て今の彼らの価値観が

ある訳です。我々も同様の課程を経て成長してきた訳で

は、憎しみ、非難、怒り、飲酒、そして、女の子を追いかけ回

すというサイクルの中に生きていました。自分自身と世間

を憎み、誰をも信じるな、を信条にしていました。彼の両親

は彼が6才の時に離婚しました。しかし、その時はまだ両親

共に彼を愛していたので、それは余り問題にはなりません

でした。彼が11歳の時、父が再婚し、問題は始まりました。

この新たな結婚で生じた問題が、全て彼と彼の兄のせい

にされました。彼らは、父親から『お前達は自分の人生にお

いて、もうたいした意味をもたなくなった』と告げられたの

です。

実は、この若い青年とは私のことです。

自分が一番近しく思っていた人から捨てられたのですか

ら、自分は全く価値のない人間だと感じました。

父は2年後lこ2度目の奥さんとも別れ、私は、再び父と会い

始めました。しかし、その関係は他の家族との関係同様あま

り良好なものではありませんでした。私は、全ての人に、とり

す。私たちがいろいろな苦しい経験を重ねてきて今の両親 わけ、自分自身に怒りを覚え、自分に近づこうとする誰をも

の考え方を認識する、親に対して、そうした認識をもっ必 信用しようとしませんでした。それは、再び傷付くのが怖

要があります。結婚後の多くの問題が、親との関係が難し かったからです。

い状況にあったということに起因しています。やはり子供 15才の時、気晴らしになるかと思い、お酒を飲み、交の

時代の苦痛とか、そこから来たストレスがあった場合には 子を追いかけ回し始めました。しかし、気晴らしどころか、か

良い親になるのがとても難しいのです。ですから、親がそ

れまでに経験したことについての問題を解決する必要が

あります。

第四は、自分を理解し、それによって学習し成長するとい

うことです。

カウンセリングする時に、あなたの過去について話して

欲しいと言うと、 『し、や、過去は過去で、あって、現在の私と

は関係なI,,)』と言う人がいます。今の人生の状態を認識す

る上では、やはり過去にどういったことがあったのかを理

解する必要があります。過去のいろいろなことと折り合い

をつけることによって、現在の状況を克服することができま

す。人間というのは、普通、頭で考えているのですが、もう

ひとつ、心、頭と心、この2つをもって考える必要がありま

す口お互い、頭と心で話し合うことです。一つの能力といい

ましょうか、心と頭とをいっしょに調和して考えることです。

心と頭の両方を使って行動を起こすということです。何処

に居ょうとも、私たちは自らを成長させるため学び続けて

して必要がありますJ。

アクション・フォー・ライフに参加しているイギリスの両

年、キース・ラスト氏も自身の体験を次のように大変率直

に語ってくれました。

えってみじめになるだけでした。

200 0年にICの若い人たちが主宰する「導きを学ぶ

(Learn to Lead) Jというリーダーシップの技術を若い

人たちに教える組織に出会いました。

もし、時が自分を理解し、兄とのI喧嘩がおさまり、父が謝っ

てくれるようになるためには、自分の態度と行動を変える必

要があるとそこで気付きました。自分がどう感じていたの

かを母に話し始めると、母は私を理解してくれ始めました。

私は兄に怒りの気持ちをもって対応するのを止め、父に過

去のことを話したのです。これによって、家族との関係が向

上しましたが、この過程は、現在も進行中です。

『アクション・フォー・ライフ』のプログラムの聞に、特に

家族及び自分を愛するというワークショップを通して自分

「一つお話しをします。イギリスの若い青年の話です。彼 ．熱心に聞き入る会議の参加者
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自身を発見しています。これらの体験を通し、家族に、自分 に打ち込むと共に、私も家庭に戻って、色々な手当てを彼

の行動が苦しみを与えたことに対する謝罪、又、過去にし 女と一緒にして行きました。様々な方々に支えられ、何がど

て来たことを正直に伝える手紙を書くことができました。 う効を奏したかは検証出来ませんが、病院に見放されたに

又、 『内なる子供』という概念も理解し、傷付いた自分自身

の『内なる子供』の親の立場に自分自身を置くことができま

した。これは、私の過去の苦しみを克服するのに、そして、

全的な個人としての成長と自分を愛し始めるのに役立ち

ました。そうすることによか自分が幸せを感じるために、も

う他人に依存する必要がなくなりましたん

続いて小田原在住の加藤憲一氏は、次のような話をし

てくれました。

「先程、リュウさんが、家庭の核は夫婦と言われました

が、私の場合は子供のことでその核を作り隠すことができ

ました。大学を出た後、マ不一ジメント・コンサルタントを

4年間ゃったり、子供達の持らし方や教育に関わる市民団

体の仕事をやったりして、充分に色々なことを知り、人間的

に成長したように錯覚していたような中で、娘が白血病に

なりました。最初は通常の抗癌剤を使いました。当時2歳

た、った彼交を半年間東京の病院に預けた結果、その時は

何とか直りました。自分は病気と言うのは何か理由があっ

て与えられるものと忠っています。きっと何か自分達の暮ら

しゃ価値観に問題があって、それを気付かせるための娘

の病気た、ったと思います。しかし、最初の時は自分達に充

分な問いかけが出来ないまま娘の病気は直ってしまいまし

た。その後は何ごとも無く、小田原の市民グループや農業

者の方達等との交流を深めていましたが、5年後に娘の病

気が再発しました。医者は抗癌剤の治療もするが、どうなる

も拘わらず、娘は回復して、元気に中学校に通っています。

今は抗癌剤を止めて、家庭で療養している訳ですが、一切

病気の再発はありませんo娘の病気によって私達夫婦の鮮

が作り直されたことは、私の人生の中で大きなことだと思

います。その時に、人にとって本当に大切なものは何かと

いうことを突き付けられました。小田原の大地が、小田原で

できたお米や野菜が、そして小田原の人々が皆で娘の命

を支えてくれたと、私達夫婦も実感を持って受け止める事

が出来ましたJと話された後、その小田原をより素晴らしい

街にするために、現在『小田原を拓く力』とし巧市民運動を

展開されている様子を報告してくれました。

全体会議に続いて、同じテーマでの分科会が聞かれま

したが、それぞれの家庭での問題やそれに対する意見や

アドバイス等、真撃で活発な話し合いが行われました。

ティーブレイクの時間には、ICょっ葉会（女性の会）の皆さ

んの準備によか美味しいお茶と手作りのお菓子を堪能し

ました。夕食の後には、日本の益戸さんと韓国のジーソン

さんという日韓の大学生コンビの司会による楽しpf文化

の夕べJが開かれました。箱根小学校の3年生の児童によ

る和太鼓の演奏から始まりましたが、1ヶ月の練習期間とは

思えない程の見事なできばえでした。恒例となったスリラ

ンカのカピラさんの楽しいパントマイム、中国国際交流協

会のリ－先生が美声で披露してくれた中国民謡や田中章

博さんの素晴らししリ、ーモニカの演奏、そして、市川美都

江さんご自身の作詩・作曲による二宮尊徳奉讃歌の熱唱

か分らないと言いました。その時は、娘の命を差し出され 等々、時間の過ぎるのが早く感じられた「文化の夕べJでし

て、 『一体どうするのか』と天から突き付けられた思いがし た。

ました。それで自分達の暮らし方における色々な事を見直

していきました。娘の命を救うため、知識を総動員して、民

間の自然療法も随分探したりしましたが、結局は私と妻と

の関係をしっかり固めろということた、ったので、すOそこまで

10年程、きちんとした夫婦としてやってきたつもりでは

あったのですが、やはり、根っこのところ、人間にとって一

番大事なものは何なのか、どうして生きることが人間にとっ

て幸せなのか、そのために自分達の暮らし方をどうしてい

くのか、そうしたことに対する了解をきちんと取れていな

かったので、すO娘の病気で、はっきり分かったのです。これ

は、一方的に妻の問題というのではなく、私自身も分かっ

たつもりで活動して来たものの、本当の意味で、は分かって

いなかったのです。それを妻のせいにしてきた部分が随分

あったと思います。心の中でか家内に謝ると共に、彼女を

責めるのでなく、先ず自分でできることから始めようと思い

ました。娘の命を養うために農薬も化学肥料も使わない安

全な食べ物を薬として食べてもらうために、より一層農業

．中国民謡を披露してくれた中国国際交流協会のリー先生とワンさん

より良い世界家族のために

会議の最終日は、再ぴ早朝7時からの『静かな時間』か

ら始まりました。この日はインドのシャビーンさんのリード

で『内なる子供』、子供時代の自分自身を心の中に訪ねて

7 
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対話するという試みからスタートしました。

全体会儀のテーマは、 『世界家族のより良い関係を作る

ために』です。韓同のチョン・ジーソンさんは、 1999年の

韓日交流プログラムで、日本の青年たちが韓日間の近代

歴史を知らなかったことに衝撃と怒りを覚えたこと、しか

し、その中で韓国を愛す一人の日本交性を知ったこと、翌

先ずインドのカシミールから来たイスラム教徒のシャ

ビーン・フセインさんは次のように話しました。

「『再生した家族、社会、同』とテーマを変えて話したいと

思います。2年前の私と今の私はまったく違っています。私

は不幸な子供時代を送りましたが、それは家庭・家族の問

年の日本での交流の際に、日本人ホストファミリーのi震か 題からというより社会の制度そのものに起因していました。

い心遣いに感激したこと、第二次大戦で多くの無事の日本 私のある依存症の問題のため家族に迷惑を掛けました。

人が傷を受けたと知ったことなどにより日本人に心を聞け 盗みもしましたし、友人を符易に作れる人たちに嫉妬も感

るようになったことを話した後、2002年のオーストラリア

での体験を次のように紹介しました。「その時、ICのコミュ

ニティーハウスには、韓凶人や中国人や日本人等も一緒に

じていました。私のこれまで‘の人生全てを残念に思ってい

る訳ではありませんが、 13年間にわたりこの依仔症に大き

なエネルギーと能力を浪費してしまいました。私の住む地

住んでいました。ある時私達の文化がいろいろと似ている 域では15年にわたり武器による紛争が続き、それが私の

ことに日本人の美里さんが喜ぶと、台湾の友人がJそれ 依存症にも影響を与えました。私は何時も孤独で、不幸な人

は、日本の占領によって文化が広がったからよ』と言ったの 間でした。心に平和が無く人を憎んでいましたので、友人は

です。美里さんはショックを受けて、その晩、私ともう一人 誰もいませんでした。一日の最後には何時も孤独感に袈わ

の韓国人の学生と3時間にわたって歴史の話をしました。

彼女はもっと歴史を学びたいと言いました。そのハウスを

離れた私が一ヶ月後に、そこに戻ると、彼女は『歴史を学ん

だの。あなたに謝りたしリといって私に抱きついてきまし

た。それ以来、私が難しい状況に至ると彼女がいつも助け

てくれました。一週間前に彼女は韓問に私を訪ねて来てく

れ、一緒に楽しい時を過ごしました。お互いを理解しよう、助

け合おうとする人が多くなれば、世界に変革をもたらせると

思います。新しい世界家族を作るには個々人からスタート

すべきだと思いますJ0 

続いて、ユダヤ系アメリカ人のヒレル・レヴィン教授は

「家庭の中に愛と信頼を醸成し、それをどんどん社会に広

げて行って欲ししリとアピールしました。又、中国国際交流

協会のリ－・ヤン（李揚）理事は、世界家族のより良い関係

を作るための共同の努力、近隣諸国との友好関係の強化・

発展の必要性を強調しました。

・語りかけるヒレル・レヴィン教授

私の第一歩

引続き同テーマでの分科会を経て、 『私の第一歩一新

しい家庭、新しい社会、新しい園、新しい世界を作るため

に』のテーマで最後の全体会議が開催されました。

れる人生でした。その当H寺、この『静かな時間Jというアイデ

アを知ったので、す。そして、このIC(MRA）の問つの絶対標

準にも出会いました。そして、その時から私の過去の自分

を振り返り始めました。正直で純粋な自分になりたいと思

い、過去の間違いを正そうと思いました。2年前に勇気を

奮って｜肢を付いたことを友人に謝り、又、盗んだお金も返し

ました。又、ねたんで、いた人たちに対しても謝りました。容

易なことではありませんでしたが、それらをし終えた時、精

神的にも情緒的にも強い力を感じました。そして、家族との

関係を強化するという第二のステップに踏み出しました。

姉妹に対して今まで自分が歩んで来た人生について話し

ました。それによって私たちの関係が近くなりました。しか

し両親との距離はまだあかこれからの課題です。ここで

終わるのではなく、更に歩を進める必要があります。カシ

ミールで紛争に関わる2つのコミュニティーの女性たちと

グループを作りましたDこのグループは平和の醸成のため

に活動しています。先ず、自分を変え、家族との関係の再生

を図り、今は地域社会にと、この変革を広げてきています

が、この3つはそれぞれが関連しあい、同時に進んで、いくも

のだと思います。というのは、自分の過去の問題が完全に

解決されたとは言えませんし、姉妹や家族との関係を更に

改善する必要も出てくるからですD次のステップとして、イ

スラムと西洋の橋渡しをして行きたいと思っています。パ

レスチナとイスラエルの問題に関心を寄せており、そのレ

ベルの仕事を必ずしたいと思っていますJ。

次にスリランカのカピラ・パンダラさんは、「子供の頃か

ら自分が大人になるまで22年間続いた内戦が、自分の子

供が生まれた2000年にようやく終わりました。スリランカ

にまた、残っている大家族の制度を大切にしながら、この平

和を守って行きたいと思いますJと話しました。



京都から来た大学院生の鹿取さんは、大学院の宿題が

多かったので、迷ったが、この会議で沢山の出会いを得て、

本当に来て良かったと述べた後、次のような話をしてくれ

ました。「ICに会って自分は変わりました。自分が変わった

話だと説得力があり皆にも耳を傾けてもらえます。それが

社会や同の変化につながると思います。身近な体験です

が、大学の図書館で、傘の袋が散らばっているのを見た時、

良心の戸が聞こえて、ゴミ箱に片付けることができました。

そうすると次の人たちもきれいにしてくれると思います。

又、余り関係が良くなかった姉が京都に遊ぴに来た時、料

理を作ったりして暖かく迎えましたo ~rµもとても喜んでくれ、

私が北海道の家に帰った時には色々なところに連れて

行ってくれ、今で、は色々 な相談がで、きるようにもなりました。
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ICには自分が変わって、世の中が変わったという体験を

持ち、幸せや感動を分かち合える{111闘がたくさんいます。頑

張っている人たちがたくさんいるということを考えながら、

自分も又、動いて行こうと忠いますj。又、今回愛媛から初

めて参加された吉田知枝子さんは、「知らない人ばかりで

最初はドキドキしましたが、参加して良かったです。色々な

同の人たちがいましたが、国は違ってもハートはーっと感

じましたJと話しました。

最後に榊たか子同際IC日本協会副会長は、「この会議

で決心したことを是非実行して下さい。次にお会いする時

に、家庭が素晴らしく変わった。社会がこのように変わった

とニコニコ笑いながら話せるようにしましょうJと呼び掛け、

会議は閉会されました。

視野を広げてくれた小田原会議

私はIC小田原作！際会議に初めて参加して、機々なこれ

までにない経験を得ることができました。中で、もAction

for Life(AfL）のメンバーとの交流や、同際会議でたくさ

んの人のお話を持聴する機会に恵まれたことは、特に寅

if(な経験となりました。そして、何より、自らの家庭につい

て考え直すきっかけになったことは非常にill大でした。

参加するにあたって、いくつか不安があったのも事実で

す。それは、ユースメンバーとしてICに参加してからHも

浅く、英語力にも不安があったための、「｜玉｜際会議Jなるも

のに参加してうまい具合にやっていけるのかJ、という不

安です。

しかし、結果的にはその不安は、紀憂にすぎなかったよ

うです。というよりも、そんな小さな不安にびくついていた

れ分が恥ずかしいです。

まずAfLのメンバーとの交流は、小間原会議の一日前

から始まりました。それから、同際会議を経て、その翌週ま

で続いたのですが、彼らとの交流で一番印象に残ったの

は、彼らがこれまでの人生で様々な凶難を持っていたにも

かかわらず、その岡難を解決するために彼られ身が変わ

ることを実践した、という点で、した。彼らの話を聞いている

と、盗みを犯していた過去や、依存症に陥っていた過去な

ど、聞いていて居た堪れなくなるような深刻な境遇にあっ

た方もいて、それを私たちに話してくれる姿に、彼らの心

の強さを見せ付けられた気がしました。また、言葉の樫は

思ったよりも低くJ日本の人口は？ Jと聞かれ、試行錯誤

の末「1200万」と符えているような布様でしたが、なんと

かコミュニケーションをとることができました。少しでもコ

福田健一郎 早稲田大学2年生(ICユース）

ミュニケーションが取れると、今度は語学力を向上させ、よ

り広い世界を見てみたい、としづ気持ちもわいてきました。

国際会議では、さまざまな年代の方々のこれまでの体験を

聞くことができました。そのなかでは、社会の結びつきの弱

まりは、私たち一人一人の結びつきを弱めていて、良くも悪

くも「例人主義Jなるものが社会に広がっている現状を思い

浮かべました。しかし、このままで、は社会はバラバラに崩れ

ていってしまいます。だから、家庭をl陥として社会の秩序を

保つ、ということはとても毛要なことだと思います。しかしそ

れは同時に、非常に難しいことではないか、とJよ旬、ました。

なぜなら、何かしらの不和や問題を家庭内で抱えている人

が思いのほか多いことがわかったからです。誰かが「完全

な家庭などどこにもなしリと言っていたのが非常に印象的

でしたが、全くその通りだと忠いました。

では、そのような状況をどう変えればよいのでしょうか。

私は、分科会の討論にも助けられ、私の家庭に即して言え

ば、「少なくとも私ti身にとって良い家庭にするJとし吟思考

にたどり着くことが重要なのではないかと思うようになりま

・文化の夕べでのコーラス（右端が福田さん）

9 
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した。これは、まだ社会に出ていない立場だからこそ考えら

れることなのかな、とも思っていますが、自分の考え方を良

い方向へ変えていくことができるのではないでしょうか。た

とえば、家族といえども、究極的には他人であるわけで、家

庭内の誰かと私の間にある問題なら、解消に努力して、最

AfLの来日から、小田原会議を経て、AfLの離日までの

約10日問、これまでにないくらい、たくさんの国籍、年代の

人と出会えたことは普段の大学生活では決して昧わえな

い経験でした。授業を何日かすっぽかしてでも参加した甲

斐があったと思います。またそれと同時に、それまで恥ず

終的には解消できるのかもしれませんが、家庭内の誰かと かしながらあまりよく把握していなかったICの考え方につ

家庭内の他の誰かの聞のある問題は容易に解消できるも いても深く知ることができました。そして、これからのユース

のなのでしょうか？事の発端や理由もわからない第三者 メンバーとしての活動（8月の日韓中の学生交流など）へ

の介入への限界を感じてしまいました D私は、自分の家庭

の状況をふまえて考えてみたのですが、やはり難しそうだ

と感じました。ですから、上記のような思考をしてみようと

考えたのです。

の大きな励みとなったのは確かです。このように小田原会

議から得た経験によって、いろいろな面で考え方の視野が

広がりました。また来年も小田原会議に参加することを今

から楽しみにしています。

生き方のヒントを与えてくれる小田原会議

益戸平 青山学院大学4年生(ICユース）

何故小田原会議は30回近く継続して開催されているの ユースが進めている日韓フロジェクトを紹介したか個人

でしょうか。ICのメンバーが集まるためでしょうか。ICとい 的な話を通じて意見を交換し合う等、非常に有意義な時間

う団体を少しでも多くの人に認知してもらうためでしょう を過ごすことができました。何よりICの考えを実践している

か。私にとって小田原会議とは、ICの理念が詰まった空気 多くの方々にお会いでき、本当に心地良く、懐かしく、そして

を自分のボンベに補充し、生活のヒントを与えてくれた場 何か大切なものを思い出させてもらいました。

所でした。 しかし、ICの理念は小田原会議のようにICの人々が会

私は一昨年、そして昨年、オーストラリアのメルボルン する時のみのものではありません。それを自分が生活して

にあるICアーマー・センターを訪ね、ICの理念を学びまし いる場所にどのように活用していくかが、何より大切であり

た。様々な考えと国籍を持った数多くの方々に出会い、刺

激し合いながら、あっという間の数ヶ月を過ごしました。そ

こでは、全ての人が他者のことを心から気遣い、感謝の気

持ちを大切にして生活していました。私は当初、「本当にこ

難しいことです。そして小田原会議とは、定期的にトピック

を設けて、各個人が抱える問題について述べ、ICの考えを

いかに実践していくのかを話し合ってし、く場所と、現夜私

は捉えています。私例人も実際、APLの方々と日本の社会

ういう人たちっているんだな」と驚き、戸惑いました。また、 や家族の問題等について話し合い、自分自身がどのように

そこに存在する空気に促されるように変わってし、く自分の 向き合っていくのか、いくつもアイディアを得ました。ICの空

言動と、本来のそれにギャップを感じながら生活を始めま 気を補充し、新たな生活へのアフローチを得て、また私は

した。そんな私も滞在後半には、何の違和感もなしに彼らに 生きてし、く場所へ帰ります。

接することができ、本当に素晴らしい一時を過ごしました。

しかし、帰国後の私は、元の生活に順応し直すように以

前の自分に戻っていきました。私生活に溢れる矛盾や理不

尽な出来事を前に、ICの理念と現実のギャップの大きさに

自分が破壊されてしまうように考えたのです。「向分の世界

ではICの理念と共には生活できなしりと思い、以前の私に

還ってこの会議まで、やってきました。

そのような中、今回、当小田原会議に参加させて頂き、素

晴らしい人々に出会い、またICの空気に触れることができ

ました。特にAfLのメンバーとは、当小田原会議前後にも彼

らの日本での滞在をお手伝いさせて頂き、その問にIC ．文化の夕べで韓国のジーソンさん（左）と司会をしてくれた益戸さん
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アクション・フォー・ライフ 2・レポート

今回の小田原会議では、イギリス、オーストラリア、インド、韓国からの5名の青年、及びニュージーランド、台湾

からの2組のご夫妻の9名からなる第2回アクション・フォー・ライフ（註 1)のグループに大変に活躍頂きましたが、

会議の後にも、学校訪問等のプログラムに参加頂きましたのでその様子をご報告致します。

同際会議終了後、アクション・フォー・ライフ 2（以後、

AfLと略す）の行動に関し、最重要視したのは次のことで

あった。前回（2002年）のアクション・フォー・ライフ1の来

日時、地元小田原及び箱根の学校を訪問し、生徒に大きな

インパクトを与えると共に、次回についても再訪問の希望

が寄せられていた。課題は、そのような経緯とその後新た

に生まれた学校との関係を考慮し、限られた日程の中で、

今回はどこに焦点を絞り込むかということで、あった。

アジアセンター中山所長（LIOJ-IIの責任者兼務）が

宍任者となって、地元のMRA小田原サークルの世話人代

表二宮秀夫氏や、高橋正美氏（富士箱根ゲストハウス代

表兼箱恨町教育委員）などと相談を重ね、ICの事務局と

の連携のもと、訪問先と縄々調整を重ねた結果、次の計画

が練り上がった。訪問校は、午前1校、午後1校とし、夕方

はホストファミリーとの交流の時間に充てる、というもの

で、あった。

＜スケジュール＞

14日（月）箱根観光と箱根小学校訪問

1511 （火）箱根明星中学校と箱根恵明学園（併設の

小学校）訪問

夕方は、ホストファミリーとの合同交流会

16 LJ （水）小田原千代小学校と川瀬学園小田原

ファッションアカデミー訪問

AfL2の一行9人と一部参加者は、国際会議終了の翌日

に当たる6月14日（月）箱根観光に出かけた。目的は、休

養を兼ねて、日本の誇るi吐界的な観光地富上箱恨の向然

や文化に触れることと、そのルートにある箱恨小学校を訪

ねることで、あった。

箱根小学校での交流会

、11円は、生憎の梅雨模様で、大観山からの芦ノ湖と富士

の絶民はお預けとなった。その後、江戸H寺代、東海道の最

大の要衝「箱根の関J~f跡」を見学。次いで箱根小学校を訪

れた。

箱根小学校は、戸の湖畔の元箱根にある小さな町立小

学校。ト！の前には旧東海道の杉ー並木の巨木が天を突いて

笥え立っている。

箱恨小学校も、ここ数年児童が減り続け、今年は27名

を数える。そんな環境下にあって、この学校では、［El際観

光地という地の利と、国際化という時代の流れ（天の時）を

活かして、鈴木恒美先生のリードのもと、木村校長・二見教

頭らのバックアッフを得て、極めてユニークな総合学宵

（国際理解教育）が展開されている。2年前には、AfLlの3

人の男子メンバーがここを訪れ、半日各学年の生徒たちと

有意義な交流の時間を持った。

昨年の小田原国際会議では、ここの5年生の生徒達が、

教育の分科会で“ウェルカムボーイズ”としづ活動事例を

紹介し、参加者に深い感銘を与えた。また、日本文化紹介

の場では、4年生の生徒達がソーラン踊りを披露してくれ

た。そんなことから、昨年9月、中国国際交流協会の郁文団

長以下6人の一行が、ICの勉強とNGO活動の視察に見え

たときには、箱根観光の途次ここを訪れ、貴重な交流の

時を持った。実は、この時、生徒達との聞に一つの約束が

なされていた。それは中国京劇のお面をプレゼントするこ

とで、あった。

ふ年の国際会議では、2日目の夜、恒例の「文化の夕べJ

が催されたが、その開会を、同校3年生による和太鼓の演

奏が郷土色豊かに飾ってくれたoそんなことで、当初、同校

訪問は計画に入っていなかったが、いろいろ日程調整の

結果、今回の同校訪問が実現したわけである。

行は、同校に着くと、視聴覚教室で先生方と全校生徒

に温かく迎えられた。歓迎の挨拶の後、同際IC日本協会の

副会長であり日中友好きいたま市民会議の代表である榊

たか子氏よか約束の京劇の面の贈呈が行なわれた。そし

て続く和太鼓の演奏には、AfLのメンバーも特別参加し、次

いでマオリ族の歌と踊りを教えたり、生徒達からAfLメン

バーの出身同についての質問があり、更に相互の交流は

深まった。その後、一行は、ランチルームで職員・全校生徒

と一緒に給食をご馳走になったOこのような国際色豊かな

交流は、恵まれた地の利にある箱恨小学校で、もめったにな

く、職員や生徒達に深い印象を残した。

・和太鼓を演奏してくれた箱根小の子供たち

11 
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箱根明星中学校と箱根恵問学園を訪問

翌15日（火）の午前中には、箱根町立明星中学校を訪問 この後、在閣の園児や同園に併設されている小学生達と

した。ここでは、城所校長と2年生の英語科主任山室先生 日本の童謡に合わせて、二人ぺアーや四人一組でのゲー

と事前調整の結果、2年生2クラスとの交流が計画された。 ムで盛り上がったあと、AfLメンバーの歌とダンスを楽し

目的は、AfLメンバーとの体験交流と相互理解である。生 んだ。

徒達は、AfLメンバー（5カ国）を手作りの国旗で歓迎、生

徒会代表の主導により、視聴覚教室に於て、交換会は進行

した。メンバーの自己紹介と団長の劉仁洲氏によるAfLの

説明、メンバーによる体験発表や歌の紹介のあと、生徒全

員による校歌と応援歌の斉唱、生徒代表による感想の発表

と謝辞が述べられ、交流会は終了した。終了後、メンバ一

一行は、A・B2班に分かれて、実際の授業を参観、英語の

TT（ティームティーチング）のクラスでは実際の会話相手

として受け答えしたりした。

・明星中学校でニュージーランドのマオリ族の歌を披露

続いて、児童養護施設と小学校を併設する社会福祉施

設恵明学園を訪問。まず最初に、田崎吾郎園長より同園の

設立の由来と歩み、更に現在の入園者を巡る家庭の状況

から社会福祉施設の置かれている現状に至るまで、広範な

説明を伺ったD敗戦後の日本が辿った苦難に満ちた時代、

当初は進駐軍兵士との間に生まれた混血児の世話から始

まり、次いで、高度経済成長の影の面として次第に露になっ

ていく家庭の崩壊による子供の養育問題、昨今の幼児虐待

の問題など、乳幼児から少青年期にある子供達を巡る深

刻な状況に関して、多方面にわたる質疑応答が行なわれ、

メンバーも日本社会の一面に理解を深めた。

．恵明学園の子供たちと楽しい一時を過ごす

ホストファミリ－5家族との

合同交流懇親会

今回、AfLメンバーのために、特別にホストファミリー

を引き受けてくた、さったのは、地元の5家族である。内、3

家族は前回のAfLやアジア・大平洋青年会議（APYC）の時

にもお世話になり、あとの2家族はIC(AfL)の関係では今

回が初めてである。この日の夕方、アジアセンター5階の

相模湾を見下ろす会場で、ホストファミリーへの感謝を込

めると共に、AfLの活動の紹介も兼ねて、アジアセンター主

催で交流懇親会が開かれた。

AfLの活動やメンバ一一人ひとりの体験の紹介と共に歌

や踊りも披露され、食事を摂りながら交流を深め合った Dこ

の会は、前日朝のミーティングで、急逮決まったもので、日程

的にも会場の都合もここだけがぽっかり空いていて、ホス

トファミリーも何とか全家庭の都合がつき、まさに大いなる

計らいを感じないわけにはいかなかった。

．ホス卜ファミリーの皆さんと共に

小田原千代小学校と小田原

ファッションアカデミーを訪問

次いで、、翌日の 16日には、小田原市内の千代小学校

を訪問した。最初、校長室で与那嶺校長と挨拶を交わした

後、6年生3クラスとの交流が、学年主任の久保寺先生の

司会によか体育館で行なわれた。ここでは、先ごろ佐世保

で起きた小学校6年生女児による殺人事件を切口に、人聞

の持つ怒りの感情について、劉氏より質問が投げかけられ

生徒の反応を引き出しながら、会は進行した。

その後メンバーの体験が語られ、質疑応答などがあって、

千代小学校のシンボルである大きなケヤキを題材にした

歌が全員のコーラスで贈られ、生徒代表の感想、と謝辞が
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述べられた。昼食は3組に分かれてそれぞれの教室でと

か生徒たちと交流を深めた。ある6年担任の女性教師は、

「もっと人間の心の中の感情に目を向けていかなければい

けなしリと、感想を述べられた。

．給食を共にし、すっかり仲良く

この後、前回に続いて2回目となる小田原ファッションア

カデミーを訪問した。ここは、未来の服飾デザイナー養成を

目指す専門学校で、高校と短大課程も併設している。ここで

は川瀬校長の歓迎の挨拶の後、AfLメンバーの語る体験に

学生たちは全員熱心に耳を傾けた。特に、交流会終了後

人の女子学生はメンバーに歩み寄ってきて、皆の前で感想、

を述べる勇気はなかったが、若い同世代の人たちの体験と

決心を聴いて深く感動した旨を涙ながらに語った。

•111瀬校長 （中央） を初めファッションアカデミーの皆さんと

その後の活動

箱根や小田原での日程を終えた一行は、 17日に東京

に移動し、先ず（財）野村生涯教育センターを訪ねた。金

子由美子理事長を初め多くのメンバーの方々に暖かくお

迎え頂き、6時間にわたり意見交換を図ったかお互いの

活動を紹介しあったりしたが、その目指すところに共通

の部分が多いことにとても勇気付けられた。更に翌、 18

日には、一つのグループがMRAの精神で建学されたと

いう前橋市の育英短期大学を訪ね、楼井隆志学長からお

話しを伺うと共に、学生たちに体験を話す機会も得ること

ができた。

又、もう一つのグループは、川崎市立小倉小学校を訪
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・野村生涯教育センターでの交流の僚子

ね、多くのクラスの児童と楽しい交流を図った。

20日には、ICユースの青年たちと鎌倉を訪ね、日本の

伝統文化に触れると共に、渋谷に集う若い人たちの生態

にも接した。一行は、ICユースの青年たちとの交流会、そし

て、21日の送別交流会を終えて、翌朝、次の目的地である

中国に向かつて出発した。

．育英短期大学の慢井隆志学長（右から2人目）及び高橋先生と共に

e,cょっ薬会主催による歓迎会、メンバーは茶道のお点前も体験

［ 註1 『アクション・フォー・ライフ（Afl）』について｝

和解と融和のメッセージを伝えていく次代のIC/MRAを担う青

年たちを育てるべく、インドのIC/MRAセンターをベースに約10ヶ
月間にわたる訓練をするフログラム。台湾の劉仁州氏の提唱を

受け、インドを初め、オーストラア、ニュージーランド、フイジ一等

のアジア・大平洋地域のIC関係者が中心となって運営に当る。

2003年9月より第2回の『アクション・フオー・ライフ（Afl）』が19ヶ
国からの33名の参加を得てスタf 卜した。約半年問、インド各地を

回った後、マレーシア／インドネシア、そして、カンボジアをベース

に東南アジアを回る2つのグループと、台湾をベースに日本、中

園、香港等を回る計3つのグループに分かれた。Aflのメンバーた

ちが訪問して告固から招いた青年たちを対象として、7月にカンボ

ジアで開催された第11回ICアジア・大平洋青年会議（APYC）の運

営を最後のプログラムとして終了した。

13 
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f心を育むj

大転換期に直面する世界

今の世の中は、本当に大転換期。日本だけでなしに、世

界が大きな転換期に直面しております。その中で、日本も

このアジアの中で、色々まだ解決しなければならない問題

がたくさんございます。それをどういう風に解決していく

か。結局は誰に任せるのか。「私には関係ないわ。そんなこ

とは政治家がやるんでしょ？Jそうお考えになる万もいらっ

しゃるかもしれませんが、結局、議会制民主主義というの

は、l'lil民の一人ひとりが自分の国のことを考えなければ

話にならないのです。そして、政治家と言っても自分たち

の票によって選ぶ人たちです。ではどうやって選ぶので

しょうか。「頼まれたからjといった感情だけで、はなく、本当

にこれからの日本のことを考えて、どういう政治をしても

らわなければいけないかを考えなければならないのです。

私の父も長い間政治家として、最期まで日本の同のこと

を考えておりました。死ぬl在前で、ございましたけれども、当

ll~J "tL闘国会”というのがございました。死ぬ前の二年間

は寝たきりのような状態でございましたけれども、その“乱

闘同会”のニュースを見るたびに、熱を山してしまうんで

すね。「日本は一体どうなるのかんそういった状態の中

相馬雪香社団法人国際IC日本協会名筈会長

．講演する相馬さん

侵時すJという号外でございました。その号外を手にしたH寺

から、父は「日本は間違っているJと言い出した。そういう余

計なことを言わないように、なんとか黙るように、というよう

なご意見や圧力が日本から参りましたけれども、父は黙ら

なかった。講演はニューヨークた、ったのですけれども、途

中、ワシントンに寄りました。そのとき、当時のフーバ一大

統領に会いに行った父の帰りを、姉と私は、ホテルで、待っ

ておりました。父は「残念だ、残念だ」と言いながら帰ってま

で、自分のような人間に何が出来るのかと思いがちでござ いりました。「何がそんなに残念だったの？Jと｜剖きました。

いますけれども、そうではないということです。自分には、 当日寺の政府は「不拡大方針Jを打ち出しておりましたが、

白分の分の責任があるということを、私n身ずっと考え続 出先の軍の勢いが強く、政府の意向に従う様子で、はなかっ

けて参りました。 たことを知っている父がそのことを説明しても、フーバ一大

今日、この学校に伺って授業を拝見して、先生方と子供 統領初めその場にいた要人たちはJ11本の政府を信頼す

さんたちとの関わりが本当に素晴らしいと思いました。本

当に先生方が一所懸命になってやっていらっしゃるOそれ

をまた支えていらっしゃるご家庭の方々、お母様方あるい

はお父様方。今の世の中は本当に難しく、背のように、私の

時代のように、簡単で、はなかった。しかしそんな時代でも、

同が方向を失うH寺には、大変なことになる。どうやって睦

が方向を失わないで済むのか？そのことを今、考えなけ

ればならないのではないかと思います。

戦争への道

1931年、父は講演を頼まれてアメリカに参りました、そ

の9月18日、ロサンゼルスで号外が出る。「日本が満州を

るJと言ったということでした。

父は明治以来築いてきた信頼が懐されるのを心から嘆

いておりました。そのfl!f-私は、個人の信頼の大切なことを

知っておりましたが、！主！も信頼が大切なのだということを強

く印象付けられました。

それが1931年でございます。そして、その年より、日本

は、どんどん、日本政府の意向とは別に、軍が強くなって参

りました。そして、やがて大東亜戦争ということになります。

先ず自分から

「どうしていいか分らないんその当時若かった私は、本

当にどうしていいか分らなかった。でも生きていかなけれ
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ばならない。1937年に私は結婚をして、最初の子供が生ま の17歳で嫁に来た人でございます。そういう方たちに対し

れる、 1939年でございましたけれども、その当時の日本の て、ひとつひとつ自分の考え方の間違い、態度の間違いを

教育の方針も、それまで、とは変わって、世界と協調するとい 謝り出しました。 主人はしばらくしてからJ気味が悪い

うことが明治以来の日本のびとつの行き方でございました

けれどもJ世界と離れてでも、自分たちで行く』と言う感覚

になってきました。そういった教育を自分の子供に受けさ

せたくない。とは言っても、生まれてくる子供をどうすること

もできない。どうしたらいいのかと思って父に相談しに参り

ました。そのH寺、父が「どうしようもない、もう間違っているん

だけれども直らなしりというようなことを申しました。「父が

何も:e来ないのに私に何が出来るかJと、本当に悩んで、い

た時に、たまたまアメリカの友人の紹介で日本に来た女性

ね。どうかしたんじゃないのか。大丈夫なのかい。医者に

行った方がいいんじゃないかい？ Jと申しましたから、「I,.,)

いえ、今、新しい生き方を試しております」と答えると、「なん

だ、それは？Jと申しまずから、先ほど申し上げたようなこと

を申しましたD「ふーんJと考えて、「女にはいいな口だけど僕

はごめんだよJと申しました。その時、ともかく人口の半分は

交ですから、人口の半分が本当に良くなれば、世の中変

わってくるた、ろうOそれで、やろうと決心致しました。私のよう

な一人の人聞ができること、ものの考え方も変わってくる。

がおりました。その女性に会った時に、私が「皆間違ってい そして、不思議なことに色々な縁が結ばれてくる。色々な

るo軍も間違っている、政府も間違っている、大体日本の男 チャンスを捉えることを、そうやって「静まって、何が正しい

の人たちも間違っている」と夢中になって話すと、その女性 かを考える。どうしなければならないかを考える。できるだ

はJあなたはJあの人が悪い、この人が悪しリとばかり言 け自分を無にして、何をすべきかを考えるJと、不思議と

うけれど、1本指をこうやって向けて御覧なさい。3本自分 色々な考えが浮かんでまいりました。

の方を向いているじゃないですか。世界中、皆、同じように その後主人は招集されて、満州の牡丹江（ボタンコウ）に

相手が悪いと言っているんで、すよOしかし相手をいくら悪い 参りました。任官を致しまして、家族を呼び寄せることに

と言っても、相手は変わらない。この世の中で変えることが なって、私も、 1943年ですが、小さい子供を3人連れて満

出来るのは、自分だけですよ。その自分から始める。それし 州に参りました。44年の暮れ近くになりまして、どうも様子

かないですよjということを言われる。「なるほど」と思いま

した。大騒ぎをして結婚した主人に対しても、色々文句が出

ます。それは人を責めるのと同じ。ではどうしたら良いの

か。それに答えるのが、MRA、今はICと言っておりますけ

れども、その考え方です。「先ず自分からJ。一人びとりが、

自分が変わること。しかも世界に共通する、どんな宗教を信

じる人においても、また宗教のない人でも、違うと言えない

ような標準をもつこと。つまり、 『正直であること、心もからだ

もが純潔で、あること、無私であること、愛を持つこと。その

標準に照らして自分を見る』、そういうことを教わりました。

こんなことで何が出来るかと思いました。しかし、「心を落ち

着けて、自分の心に浮かぶこと一神様を信じるなら神が語

りかけてくるだろうし、信じなくても心に浮かぶこと、それを

書き留めるようにJと言われました。最初に書きとめた言葉

が、今でも忘れもしませんが、「もう少し良い妻になれJとい

うことでした。当時、戦前の日本でございますし、非常に旧

式の家庭にあって、妻の立場というのはありませんでした。

そういう立場で良い妻になるのは嫌だと思いましたけれ

ども、今の自分には、少しは変わる所、変えなければならな

い所があるとも感じました。具体的に何がということを考え

て書き留めるということも教わりました。書く。墨、あるいは、

インクに勝る記憶はない。自分でしたくないことだと、つい

忘れがち。だから書く。それから、私は主人に対して色々注

文をつけていたことを、ひとつひとつ謝ることに致しまし

た。また、一緒に住んで、いた姑に対して。また、もう1人祖母

がおりましたので、祖母は、昔のことでございます、数え年

がおかしい。配給が無茶苦茶に多くなってくる。毎日頭の上

を飛んでいた、日の丸をつけた飛行機が飛ばなくなる。「ど

うしたのかしら？J。軍の官舎におりまずから、難しいことは

何も分りません。ただ、虚心坦懐になって考えた時に、「ここ

は子供連れの女のいるところではなし刊と思いました。その

、I！：時はまだ、日本の内地の方がものがなくて、まだ空襲も受

けてない頃で、満州に疎開をする人たちが多い時でござい

ました。主人と話し合って、「何をすべきか、何が正しいか」

を虚心坦懐になって考えた時に、「やはり日本に帰るべき

だJということで、軍の許可を得て、その時はもう一人生ま

れておりましたので、4人連れて帰りました。そのおかげ

で、私も子供たちも無事に戦争が終わるまで生きることが

出来ました。ありがたいことに主人の部隊も早いこと満州

を引き上げて、朝鮮まで、帰ってきておりましたので、終戦の

年の暮れまでには、内地に帰って参りました。そういったこ

とを考えましでも、自分の立場においてしなければならない

こと、それをするためにもまず自分が変わることが必要だ

ということを感じたのでした。

心を育む

川、くつになってそんなことやってるの？Jとおっしゃる方

もございます。私はいくつになっても三度三度ご飯を食べ

る。ご飯を食べている間は、心のご飯も食べなくてはいけな

い。心を育む。心を育てる。そういったことはやっぱり自分

を反省することから始まるのではないかと思っております。

15 
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面倒くさいと思っても、WRた‘と思っても、しなければならない

ことです。そして近頃つくづく考えますが、色々なことで家

庭が崩壊している。色々な事が新聞にも出ております。しか

し、つい最近自分自身のことを考えた時に、私は感謝が足

りないと気付きました。私は只今、長男夫婦の世－話になって

おります。長男は中学の終わり頃、先生とうまく行かなくな

りました。主人も「そんなに難しいなら、学校には行かなくて

もいいからjと辞めさせてしまいました二たまたま、私が、先

ほど申しましたM九生の関係で、アメリカに会議に行ってお

りました時に、長男をアメリカに送ってよこしました。その時

にも、どうしたらいいのか分らない。本当に祈る気持ちでお

りましたH寺に、たまたまある方のご紹介で、アメリカの学校

に入れていただきましたが、その学校の校長先生が素晴ら

しい方でした。私の息子はアメリカに行っても、！喧嘩もする

し、いたずらもいたしました。そういうことをよく分かつてく

ださり、「遠くに来ているのだから寂しいのだろうJと、ご自

分の所に呼んでくた、さったり、また、「そんなに何かがした

いのた‘ったら、キャフテンになってやったらし市リと言って

くた、さった。息子から手紙が来て、「今度自分は学校の運動

場の整備をすることになったo自分はキャプテンになるoみ

んな向こうの人はアメリカの国旗を揚げている。だから国

旗を送ってくれJと言って参りました。57年の時で、当時の

日本では、同旗を探すのに、随分苦労致しました。しかし

何とか探して送ってやりました。また、向こうの学校にいる

と「お前の宗教は何かJと言われて、「向分はクリスチャン

でもない。それなら円本の神道だJと言ったら、「それではそ

の説明をしろJと言われた。「神道に関するものを送ってく

れjと言って参りました。親の方が慌てて、いろんな方にお

願いして、子供にわかりやすい神道の本を送りました。そう

いった大らかさが、その中学の校長先生にはあった。その

ようなところで、育ってきたその息子でございます。今、色々

な伝統文化を大事にすべきと言われておりますけれども、

伝統の中には良い物もあるが、悪い物もある。その良いか

悪いかを識別する、その気持ちを一人びとりが持たないと

いけない。ただ伝統文化を守ればいいというような言い方

は、私は間違っていると思います。

そのような経験があったおかげで、昨今家庭の崩壊とい

うことが言われておりますけれども、私は今、長男夫婦の世

話になっていますo しかし、充分に礼を尽くしていない、感

謝を表現していないということに、つい2、3日前改めて気

がついて、「有難うございますJとお礼を申しました。

自分のできることを

がICの根本で、世界に共通するところで、どこへ行っても通

則するものだと思います。しかも今、日本は大転換期に来て

いる。日本ばかりではない。ご原知のように世界が大転換

期に来ている。アメリカがああやって、イラクに入っていっ

たものの、6月いっぱいで、引き上げて、国連に引き渡さなけ

ればならない。その後の治安がまだ充分になっていない。

色々なことが、本当にこれからどうなるかわからないような

転換期に、日本もそれを放って置くのではなく、できること

を考える。なにも軍を送ることばかりではありません。私た

ちの心の中に、そういった転換期に処する道を求め、一人

ひとりが、何が正しいかを考えること、それをしていかなけ

ればならない、とつくづく感じております。誰にでもできるこ

とを、これは子供でも大人でも、私のような年寄りも共通に、

感謝の気持ちを持つこと、白分の過ちを認めること、そして

自分を偽ることなく、真剣になって自分が世界の一員であ

るという自覚の中で生きてし、く、それを考えなければいけ

ないのではないかということをつくづく思います。

ム目、こちらに来させていただいて、多くの先生庁にお

目にかかり、子供さんたちが一所懸命になって勉強してい

る様子も目に致しました。先ほども六年生のクラスに行く

と、これからどういう風に生きるべきかということをしみじ

みと考えている。今、!Itの中は、先ほど申したような転換期

にあって、子供たちを初め、いろいろなことに対して非常に

要求が多いと思います。一人ひとり、私向身にしても、うっ

かりすると、向分に本当に与えられた使命を感じる以上に、

自分のやりたいこと、自分の我が出てきてしまう。そういっ

たことにどう止めを刺して、しかも役に立つことができるよ

うになるで、しようカ亙o

新しい世界のために

このICは、始まりはキリスト教の、アングロサクソンが

中心でございましたけれども、今は世界中で人種や宗教等

の違いを超えて活動しています。ついこの間もアジアの20

代の若い人たちが日本を訪れ、色々な学校を訪問していま

す。その人たちがまた他の同に行っている人たちと集まっ

て、この7月にはカンボジアでICアジア・大平洋青年会議

を開催する予定です。カンボジアも色々問題を持っており

ます。そのカンボジアで、このIC的な考え方で、新しく生ま

れ変わるカンボジアのために働こうとしている一人の日本

人の女性が頑張っております。日本も本当に、アジアの将

来のことを考える必要があると思います。アジアの将来を

考えることは日本のことを考えることでもあり、日本のこれ

から育つ子どもたちの将来にも、世界の問題にもつながる

このように、ひとつひとつのしなければならないことを見 のです。そのように心を広くして頂きたい。そんな気持ち

過ごして、当たり前のような顔をしている自分、これは死ぬ で、今日は皆様方に、お話をさせて頂きました。

までそういったくせが続くと思いますが、それを直す。それ



どこから、いつから

要（ょう）は、どこから始めるか－始める所は自分。いつ

から－今、気がついた11,'i。何をする－自分にできること、

白分の心に浮かんだこと。まず.Ifき留めること。そして実行

すること。さっき言いましたように、世界に仲間がいる。本

吋に新しい時代、新しいtit界を、創造して行く。その一員に

I i本も加わることが1H来る。学校でこういうことをしみじ

みとお考えいただけるということも、本当にありがたいと

思います。

色々申し上げましたけれども、要は一人ひとりが考えて、

白分が変わるところを見つける。「どこを変えれば良いの

かが分らないわjとおっしゃる方があるかもしれないけれ

ども、考えれば、自分が間違っている所、謝らなければなら

なかった所、変えなければならなかった所、色々山てくると

忠います。そのようなことをお願いするために、今日は皆

機方に、こうしてお時聞を頂いていることを心からありが

たいと存じます。

I Cと私
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．綬業を参観する相馬さん

にれは、去る6月25日、道徳授業地区公開講座として目黒区立八雲小学校で行
われた講演の記録に若干手を加えたものです。）

相馬さんの蒔いてくだ、さったタネ

思い返せば、5年前に長男の幼稚園クラスで石田寛さ

ん一家と出会ったことが、私にとってICへとつながる道で、

した。15歳までの11年間を海外で過ごした私は、人種間・

異文化聞の価値観の違いを思い知らされることが多い中

． で育ちました。特に宗教的なことでは学級内でも口論とな

る各国の友人の姿をよく目にしていたため、その溝を和解

によって埋めることなど到底望めないと諦めるようになっ

ていました。思春期を過ごしたオランダでは自分が日本人

であることに誇りがもてなくなり、帰国後も日本人としての

アイデンティティーを見出せずに悩みましたが、家族や友

人に支えられたことで日本の社会で生きていこうと思える

ようになり、日本人と結婚し、二人の子供に恵まれました。

しかし、戦争が再び起きてしまい、日本も巻き込まれていく

という事態に、将来を担うであろう我が子に申し訳ない気

持ちになりました。

そんな時に、ICの理念を知りました。「平和をあきらめな

い。自分ができることをするJ長いこと探していたものが

見つかった気がしました。そしてまた、相馬さんのお父様

が日本の未来を思って尽力されたことを（遅ればせなが

岡本 さくら

ら）知り、世界の中の日本人としての誇りが持てるようにな

りました。様々な時代を生き抜いて来られた経験を語り、IC

の理念を説いてくださる相馬さんの存在は私にとってこの

上ない救いとなりました。

ふ年の2月に、我が子が通う目黒区立八雲小学校の家

庭教育学級で石田さんに講演していただき、当校に加え他

校PTA、また区の社会教育指導員の方々にも多大な協力

を得ることができ、家庭教育学級としては前例にない規模

の講演会となりました。その講演がきっかけで、教員の方か

ら相馬さんの講演会の話が持ち上がり、東京都教育委員

会・目黒区教育委員会が共催する道徳授業地区公開講座

として今回相馬きんをお招きする運びとなりました。

、ll口はPTA会長と長野さんと東京駅で相馬きんをお迎

えし、12時過ぎに来校して頂きました。校長室で学校長・教

頭・校友会幹事とPTA数名と一緒にタンドリー・チキンを

メインにした給食を召し上がっていただいた後、昼休み中

の校内を散策して頂きました。校庭で元気に遊ぶ子どもた

ちを2階のベランダから見下ろしながら、相馬さんは周り

17 
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；こいた子どもたちに「私も小学生の頃はよく走っていたん はみんなで大事に育てていきたいと思っています。

ですよjと声をかけてくださいました。そして5._6年生の教 キャリアもない、一般的な主婦である私のような人間が、

室で道徳の授業を20分ほど参観していただいた後、講演 今回このような特別な機会に関われたことを心から感謝

会場に向いました。会場である体育館の蒸し暑さは、雨が いたします。そしてこれからも「びとりの小さな行動が世界

降る中講演を聴きに来た人たちも相馬さんの体調を心配 につながっているjとしづ相馬さんのお言葉を信じ、落胆す

するほどでしたが、30分間起立されたままお話くた、さった ることなく、勇気を持って世界の平和に希望を持ちたいと

力液る講演に、場内一同圧倒されたことは言うまでもあり 思います。

ませんo先生方の間で、も大反響た、ったと後日教員から聞き

ました。他校からいらしたPTAの方からは「とても心に響き

ました。姑の手伝いが出来なかったことを素直に謝ること

ができましたし、小さな単位ですが、すぐに実践できました。

今まで出来ていなかったことに気付かされ、背中を押して

頂いた気持ちです。今も（講演後から三週間経ってからも）

継続していますjとしづ感謝の言葉もありました。

また、「インクに勝る記憶はないのよねJと合言葉のよう

に繰り返しなげかけてくるPTAもいました。日本の財産で

ある相馬さんが八雲小学校で蒔いてくた、さったタネを今後

．校内を案内する間窓さん（左）とお懐さん（右端）

＜＞＜＞＜＞』~二ユース＜＞＜＞＜＞

世界の ICの最近の動き

．カンボジア

第11回アジア・大平洋青年会議（APYC)

去る7月22日から31日までシェリムアップで、開催され インドネシアの青年はごまかしたお金を父親に返すと約束

たこの会議には24ヶ国から230名が参加しました。「あな

たとわたしが築くより良い世界一行動を起こすのは今！ 、

私がやらなければ誰が？今でなければ何時？ Jのテーマ

で開カ通れた会議は、カンボジアのICとクメール青年協会

の共催で行われました。28ヶ国からの参加国の中でも、カ

ンボジアからの85名を初め、ベトナム、インドネシア、台

湾、そして、韓国から多くの参加者がありました。

会議ではカンボジアや他の地域で希望や癒しをもたら

している青年や年輩の人々の話を聞けたと共に、この会議

を通しても新たな回答がもたらされました。例えば、中国系

マレーシア人、インドネシアのジャバ人、そして中国系イン

ドネシア人が共にステージに立ち、それぞれがどのように

人種的偏見に対する答えを見い出したか、又、それぞれの

国において、異なった人種間に橋を架けるために尽くして

しEきたいという決心を語ってくれました。カンボジアの学生

の一人は、彼女が小さい頃に家族を残してフランスに行っ

てしまった父親に初めて手紙を書こうと決心しました。ある

しました。別のインドネシアの青年は、イスラムの諸宗派、

そして、他の宗教を信じる人たちの聞に信頼関係を築くた ．

めに働くと誓いました口特筆すべきことは、双方の国に存す

る不信感と憎しみの感情に言及しながら、カンボジアとベ

トナムの青年同士の間で自然発生的に始まった一連の対

話でしょうO双方のグループは今後もこのような話し合いを

続け、彼らの世代間に新しい橋を築くための計画を練って

います。

キム・ヴァス、フィロン・ピシ、ナターシャ・デービス

（ワールド・ブレテイン9月号の記事から）

にのアジア・大平洋青年会議（APYC）のために、皆様から

多くのご奇付を寄せて頂きましたことを改めて御礼申し上

げます。次号のI弘Jにて日本からの参加者のレポートを含

めより詳しく会議の報告をさせて頂きます。｝
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．ソロモン諸島

ソロモンでのIC会議が和解の必要性を国にアピール

ごまかしていた5,000万円以上の税金を納めたという

ビジネスマンの話しを聞けたか残酷な民族問の紛争の

被害者がその受けた苦しみを許すといった姿を目の当た

りにで、きる会議はめったに無いことでしょう。恐らく、そのよ

うな話が聞けたため、ソロモン諸島で去る6月21日から

24日まで開催されたこのIC会議が連日のように同国の

新聞に大きく取り上げられたのでしょう。この南大平洋の

調では、異なる民族聞の緊張が長く続いています。この会

議の開催を呼び掛けた人々は、和解と良い統治、そして、

正直さといった問題に関心を寄せてもらいたいと願った

のです0

• 300人にのぼった会議の参加者は、世界各地からの

様々な報告を聞きました。例えば、南アフリカの白人である

ジーン・フォーリーさんは、 1993年に黒人の解放軍の兵

士に他の3人の若い人たちと共に一人娘を殺されました。

その彼女が、実際にその命令を下したレトラパ・マヘレ氏

と肩を並べて壇上に立ったのです。彼らの許しと和解は聴

衆に深い感動を与えましたo翌朝、ガダルカナル島から来

たスーザン・ククティさんは、マライタ島の民兵に兄弟が

斬殺されたことのうらみを語ろうと思っていたのですが、

ジーン・フォ－リーさんの話しを聞いて、相手を許す気持ち

になったと語りましたO暴力をはっきりと否定する姿勢のた

め脅迫を受けたこともある、会議の主宰者、マツー・ワレ氏

は、スーザンさんの許しに応えたいマライタ島の人がいた

ら前に出て欲しいと呼び掛けました。10人余りの人たちが

前に出て、スーザンさんを囲んで、涙を流しました。

ソロモン諸島での50人の国会議員の内の30人がこの

会議の参加者たちに会った時、その関心は、ケニアで選挙

浄化運動を進めたジョセフ・カランジャ氏に集中しました。

会議の終了時には、ソロモン諸島の和解と汚職の問題

に対する計画が話し合われました。国会議長のピーター－

ケニロレア氏は閉会式で、「最近起きた部族抹殺というよ

うな悲劇に接して、指導者たちが呆然としている中、あな

たたちは正に暗闇に灯った明りですJと述べました。

ジョン・ボンド

（ワールド・ブレティン7/8月号の記事から）

今後の予定（海外）
2004年

・1

・9月4日一11日 「自由への基盤Jコースの開催 ウクライナ

e10月9日－17日 「クリーン・アフリカ・リーダーシップ・トレーニングJ 南アフリカ・10月20日－24日 IC国際会議「自分の在り方が国の在り方j サモア・11月23日－28日 「インターナショナル・ブアーマーズ・ダイアローグJ タイ・12月26日－1月2日 コー冬期会議

「ヨーロッパを理解するーヨーロッパ人としての生き方を学ぶj スイス

2005年・2月3日－13日 「40才代以下のICメンバーの国際集会」 ケニア・2月3日－13日 「スタディー・コースJ オーストラリア

（於：アーマーICセンター）

• 4月8日－30日 「平和の創造者／クリーン・アフリカ・キャンペーンJ ウガンダ
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000』~ニュース000
く〉く〉最近の動きく〉く〉

・韓国での日中韓の青年会議の開催

先般のサッカーのアジアカッフの試合で中国の人々の対日感情の厳しさが浮かび上がりましたが、去

る8月19日から24日まで韓国のMRA/ICの主催で日中韓の青年が集り、東北アジア青年フォーラムが開

催されました。

中国各地の大学のリーダー10名に日本のICユースのメンバーの大学生・大学院生14名、更に韓国の

大学生20名が集まり、率直な意見交換が行われました。詳細は次号のIIAJニュースでご報告致しますO

．中国国際交流協会との交流

昨年10月には中国国際交流協会の郁文（ユー－ウェン）顧問を初め6名の代表団を日本にお招きし、各

地で有意義な交流を行いました。又、本年の第27回IC小田原国際会議にも、中国国際交流協会より李揚

（リー・ヤン）理事他1名が参加されました。今回は中国国際交流協会のお招きで0'1 O月10日から国際IC

日本協会の橋本徹会長を初めとしたグループが中国を訪問致します。交流の成果につきましては改めて

IIAJニュースにてご報告致します。

．新刊書のご案内

1950年にM孔生の創始者、フランク・ブックマン博士の招きで、日本の経済人、労働組合代表、政治家、

そして、広島、長崎の市長を含む72名がスイス・コーを初めヨーロッパ各国、そしてアメリカを2ヶ月間に

わたり訪問しました。この度、そのメンバーのお一人で、あった中曽根康弘元総理の手記や関連資料をも

とに、当時の旅行を再現した本が出版されましたので、ご紹介致します。

書 名 『1950年の世界一周 ～知られざる日本人使節団派遣の大プロジェクト～』

著 者 志野靖史氏

出版社 ネコ・パブリッシング （定価上470円）

9月25日（土）

10月 2日（土）～ 3日（日）

10月10日（日）～16日（土）

11月18日（木）～23日（火）

12月

今後の予定（日本）

例会

2004年IC世界大会、アジア・大平洋青年会議及ぴ日中韓青年フォーラム報告会

]3:30-16:30 於（財）日本カメラ財団 601会議室（6階）

第27回IC関西秋季大会 於：大阪ロッジ舞洲

中国国際交流協会との交流プログラム（中国・北京他）

第2回IC日韓大学生フォーラム（於：韓国）

総会／年末懇親会（東京）

編集後記

今号のIIAJニュースから、遠藤樹子さん、高橋久子さん、中嶋邦子さんに編集のお手伝いをして

頂いております。皆様のお力をお借りし内容を更に充実させて参りたいと待じます。次号では、コー

の世界大会、カンボジアでの第11回アジア・大平洋青年会議、そして、韓国で開催された東北ア

ジア青年フオ｝ラムの様子もご報告させて頂きます。尚、この機関紙に関しましてご意見等ございま

したら、どうぞIC事務局までお寄せ下さいますようお願p申し上げます。

． 

． 


